
（別紙３）

～ 令和8年　2月　14日

（対象者数） 14 （回答者数） 11

～ 令和8年　2月　6日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・振り返りや保護者との連携

2

・児童クラブや地域、他事業所との交流

3

・外にでる機会が少ない為、室内でも行える体力強化や

体幹トレーニングなど児童の体力向上

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・PCやタブレットの数を増やし効率よく学習や調べもの

をする際の活用

2

・パーテーションやカーテン等を使用し仕切りを作り

個々で集中できる環境作り

3

・生活習慣のリズムの一貫として個々の課題において自ら取

り組む環境を作っている

・スケジュールを掲示しその時の状況に応じて声かけを行ったり、

自主的に学習を行ったりできるように支援を行っている

・SSTトレーニングや児童同士のコミュニティの場を作り、

活動の参加を作っている

・児童同士や対職員など様々な組み合わせの中から自発的に発言・

発表ができる支援を行っている

・程度な運動を通じて活動の場を広げる環境つくり ・児童の悩みやストレスなどを体を動かして発散できるメンタルケ

アの支援を行っている

・部屋の間、仕切りが少ない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・思春期にかかる児童の性の悩みや性教育 ・一斉に調べものしたい時に即座に調べるためのPCとタブレット

の数の限界

・学習に必要な教材等、書籍が少ない ・仕切りが少ない為、集中して学習に取り組みたい児童に対しての

提供場所

令和8年　1月　26日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 育成支援ラ・ポーズ

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　26日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


